
                     
                                

  
In 東京⼤井 第１回⽬ 実績報告書 

 
趣 旨   東京都の⼦どもたちに対して、ホッケーの楽しさを伝えると共にホッケー 

競技の普及へつなげる。また、コロナ禍のためスポーツをする機会が減少して
いる状況を踏まえて、改めてスポーツの楽しさを伝える。 

 
主 催   公益社団法⼈⽇本ホッケー協会 
 
共 催   ⼤井ホッケー競技場（アメニス海上南部グループ） 
 
主 管   ⼀般社団法⼈東京都ホッケー協会 
 
期 ⽇   令和４年 7 ⽉ 18 ⽇（⽉・祝） 10:30〜12:00 
  
場 所   ⼤井ホッケー競技場メインピッチ 
      ※東京 2020 オリンピックメイン会場 
      （品川区⼋潮 4-1-19） 
 
参加者   ⼩学⽣以上の東京都⺠ 35 名 
 
講 師   ⼭下彰⼦（元⽇本代表） 
      メトロ東京ホッケークラブ 
 
その他   新型コロナウイルス感染症対策を 

講じたうえで実施する。 
 
担 当   東京都ホッケー協会 多氣洋平 
      yohei.taki@metro-hockey.tokyo.jp 
 
 
 
 
 
 
 



                     
                                

【教室内容】 
10:00 受付開始 
 
10:30 Pod を使ったリレー 
    ⾜と⼿を使ってゲーム 
 
10:40 Pod を使ってドリブルリレー 
    ⼿でボール運び、Pod をタッチしたらドリブルで帰る 
 
10:50 グリッド内でドリブル・ボール出し 
     スティックの持ち⽅も説明 
 
11:10 ヒットシュート 
    思い切ってスイングしてみる 
 
11:30 ゲーム 
    男⼥に分かれて 
 
12:00 終了 
 
 
 
 
【所感】 
東京都ホッケー協会 多氣 洋平 様 

猛暑の中、35 ⼈の参加者がありました。チームに分かれてポイントを競い合うユニークな
ウォーミングアップで参加者同⼠の交流が図れたこと、また五輪ピッチを広く使って、シュ
ートやゲームを楽しめたことなど普段と違う環境でホッケーに触れられた貴重な機会になっ
たと思います。 
 
講師コメント（⼭下 彰⼦） 
 短い時間でしたが、⼦どもたちと楽しみながらホッケーをすることができ、私⾃⾝もとて
も楽しむことができました。東京オリンピックのピッチということもあり、⼦どもたちにと
っても貴重な経験になったのではないかと思います。これを機に今後もホッケーを続けてく
れる⼦どもたちがたくさんいると良いなと思いました。 
 
 
 
 
 
 



                     
                                

【教室⾵景】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                     
                                

 
 
 
 
 


